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化せず、2000 年現在に 58.4％の水準にとどまっている。大学附属病院の場合、64 年度の




ならない。依存財源の割合は、特別会計の設置当初から 80 年代に入るまで 80％以上も大き






財政投融資 国立学校特別会計 歳入 歳出（使途別)
人件費
文部省 歳入 歳出 特 物件費（校費）
資金運用部からの借入金 病院施設整備費 別 物件費（校費込み）
文部省所管経費 特別施設整備資金より受入 施設整備費 会 施設費
国立学校運営費（運営費の一部） (国立学校・不動産取得） 計 旅費
国立学校施設費（施設費の一部） 一般会計より受入 国立学校 繰 補助費・委託費
国立学校船舶建設費 大学附属病院 入 他会計へ繰入
教育振興助成費 学校財産処分収入 研究所




日本学術振興会出資金 積立金から受入 特別会計へ繰入 科学技術研究費
南極地域観測事業費 前年度余剰金受入 予備費





その他 日本学術振興会 科学研究補助金 研究成果公開促進費
公立文教施設整備費 特定奨励費
文教施設費 歳入 歳出 創成的基礎研究費
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一方、自己収入の割合は、60 年代半ばから 90 年代初頭まで確実に上昇し 90 年度には
34％になった。それ以降、あまり大きく上昇せずに、2000 年度に 38％の水準にとどまっ
ている。自己収入は増加する傾向にあるものの、依存財源と比べるとまだ小さい。すなわ





た。60 年代半ばから 90 年代にかけて、2.8 倍まで大きく減少した。90 年代には、比較的





大蔵省財政史室編(1995)の『昭和財政史５』によれば、文部省は昭和 38年 12月 6 日に、
「国立学校の改善充実を図るために、再び特別会計の設置により予算規模拡大を図ること」
を理由にして、国立学校に関する特別会計の新設を要求していたということである。さら
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北海道大学 27,876 81,960 2.94
小樽商科大学 1,216 3,272 2.69
旭川医科大学 9,783 17,680 1.8
福島大学 2,255 5,952 2.63
図書館情報大学 557 1,844 3.31
埼玉大学 4,737 12,705 2.68
東京大学 50,575 210,417 4.16
東京学芸大学 3,551 13,195 3.71
東京農工大学 3,886 12,284 3.16
横浜国立大学 6,132 17,491 2.85
信州大学 19,582 37,296 1.9
金沢大学 21,025 43,693 2.07
富山医科薬科大学 10,624 18,923 1.78
京都大学 39,598 117,515 2.96
奈良先端技術大学院大学 1,291 9,353 7.24
広島大学 24,239 69,063 2.84
山口大学 17,576 32,733 1.86









































1972 77 103,487 3,496 964,863 0.36
1973 79 104,682 4,076 1,167,150 0.35 新設：筑波、旭川医科
1974 82 106,353 5,393 1,384,511 0.39 新設：浜松医科、滋賀医科、宮崎医科
1975 84 107,545 6,352 1,523,616 0.42 新設：富山医科歯科、島根医科
1976 89 109,738 7,241 1,712,934 0.42 新設：長岡技術科学、豊橋技術科学、高知医科、佐賀医科、大分医科
1977 89 111,004 8,316 1,900,945 0.44
1978 93 112,901 9,423 2,086,022 0.45 廃校：東京教育、新設：上越教育、福井医科、山梨医科、兵庫教育、香川医科
1979 93 132,104 10,278 2,252,372 0.46 廃校：図書館短期、新設：図書館情報
1980 93 122,502 11,160 2,455,466 0.45
1981 95 121,504 11,874 2,608,013 0.46 新設：鳴門教育、鹿屋体育
1982 95 122,945 11,971 2,733,224 0.44
1983 95 124,494 12,304 2,855,934 0.43
1984 96 125,154 13,131 3,051,441 0.43 新設：高岡短期
1985 96 125,245 13,162 3,242,896 0.41
1986 96 125,145 13,656 3,393,633 0.40
1987 97 125,635 14,812 3,555,218 0.42 新設：筑波技術短期
1988 98 126,119 14,659 3,796,568 0.39 新設：総合研究大学院
1989 98 126,064 15,045 4,064,768 0.37
1990 99 126,586 16,136 4,388,158 0.37 新設：北陸先端科学技術大学院










大学の属性 1980 1985 1991
旧帝大　(7校) 32.98 31.09 30.84
他の総合大学　(16校) 40.27 38.47 38.02
文理工・文系　(19校) 9.22 9.26 8.95
医学系　（13校) 6.87 10.19 10.47
教育系 (11校） 3.80 4.00 4.08
工業系　（8校) 3.43 3.21 3.80
他の単科大学・短大(21校) 3.44 3.77 3.85








































1972年度 1975年度 1980年度 1985年度 1991年度









1 東京 35,694,86010.21 東京 59,859,1699.42 東京 94,779,3818.49 東京 92,776,2847.05 東京 113,000,3756.71
2 京都 21,251,6256.08 京都 34,609,1495.45 京都 53,730,6644.81 京都 67,386,9235.12 京都 84,040,352 4.99
3 東北 18,331,1415.24 東北 31,516,4294.96 大阪 49,948,4394.48 東北 54,826,0254.17 大阪 79,805,491 4.74
4 大阪 16,476,5384.71 九州 26,129,0874.11 東北 46,630,5324.18 大阪 52,741,749 4.01 東北 69,374,587 4.12
5 北海道 15,421,3484.41 大阪 26,123,2324.11 九州 43,442,5193.89 九州 50,301,3713.82 九州 62,111,946 3.69
6 九州 15,097,0614.32 北海道 26,076,9634.11 北海道 42,615,7493.82 北海道 47,560,6713.61 北海道 61,001,555 3.62
7 名古屋 12,316,8893.52 名古屋 22,494,5693.54 広島 38,589,6163.46 名古屋 43,671,175 3.32 名古屋 50,319,468 2.99
8 広島 10,110,5782.89 広島 17,152,2992.70 筑波 37,722,7363.38 筑波 38,309,8132.91 広島 50,145,541 2.98
9 新潟 8,728,1462.50 新潟 16,166,6212.55 名古屋 36,907,5753.31 広島 38,092,2072.89 筑波 49,052,455 2.91
10 神戸 7,840,9862.24 筑波 15,351,6602.42 新潟 25,654,6132.30 神戸 30,987,3092.35 金沢 36,354,570 2.16
11 岡山 7,784,2532.23 岡山 14,746,0772.32 岡山 25,315,0302.27 岡山 29,578,6962.25 岡山 36,168,326 2.15
12 千葉 7,366,1812.11 長崎 14,610,7562.30 千葉 24,274,9582.18 新潟 28,205,1132.14 神戸 35,565,645 2.11
13 鹿児島 6,839,9611.96 神戸 13,821,9542.18 神戸 23,295,4652.09 千葉 27,273,8952.07 千葉 35,061,136 2.08
14 金沢 6,829,6101.95 千葉 13,735,3312.16 長崎 21,091,1041.89 長崎 25,895,6831.97 新潟 33,800,0272.01
15 熊本 6,743,8751.93 金沢 12,551,0251.98 鹿児島 20,748,4311.86 金沢 24,678,5331.87 東京医科 32,084,1271.90
16 長崎 6,715,2501.92 信州 12,123,6671.91 金沢 20,362,5751.82 鹿児島 23,779,9081.81 長崎 30,444,284 1.81
17 信州 6,420,6291.84 鹿児島 11,681,4341.84 熊本 20,155,4201.81 信州 21,622,5041.64 鹿児島 30,128,2891.79
18 群馬 5,772,2741.65 熊本 11,363,6521.79 信州 19,894,0131.78 熊本 21,283,2111.62 信州 28,565,435 1.70
19 東京教育 5,721,9081.64 東京工業 11,252,0051.77 群馬 19,499,7021.75 鳥取 21,222,3251.61 熊本 27,304,456 1.62
20 東京工業 5,619,2121.61 秋田 10,586,5501.67 岐阜 19,479,8731.75 山口 20,673,1121.57 山口 25,624,103 1.52
21 東京医科 5,583,8571.60 山口 9,842,039 1.55 東京医科 18,435,2301.65 東京医科 18,809,9581.43 徳島 24,798,454 1.47
22 岐阜 5,495,199 1.57 群馬 9,541,251 1.50 山口 17,773,4831.59 群馬 18,579,2871.41 群馬 24,255,542 1.44
23 山口 5,492,751 1.57 東京医科 9,393,385 1.48 徳島 15,759,9251.41 三重 17,966,2511.37 三重 24,158,784 1.43
24 徳島 5,186,0801.48 徳島 9,262,6681.46 三重 15,597,7401.40 徳島 17,933,315 1.36 東京工業 24,109,457 1.43
25 弘前 5,165,373 1.48 岐阜 8,895,2251.40 愛媛 14,727,0821.32 山形 17,798,8961.35 愛媛 22,345,692 1.33
26 鳥取 4,696,1301.34 鳥取 8,799,433 1.39 琉球 14,617,4971.31 東京工業 17,451,6801.33 山形 22,122,3201.31
27 横浜国立 4,660,6331.33 三重 8,632,711 1.36 山形 14,503,3461.30 琉球 17,205,3571.31 琉球 22,102,799 1.31
28 静岡 4,566,043 1.31 弘前 8,263,5321.30 東京工業 14,288,0841.28 愛媛 16,999,8731.29 弘前 22,092,2811.31
29 秋田 3,912,8591.12 愛媛 7,657,856 1.21 弘前 14,102,2151.26 岐阜 16,696,0101.27 鳥取 21,134,777 1.25






















































   













































INPUTS (X)  OUTPUTS  OUTCOME 
教育・研究職員 生産者としての  経済主体 人的資本増 
事務職員 大学の技術 Education：E 社会 個人効用増大 
施設 Joint Production  への貢献 企業利益増 
備品   G=G (E)  技術革新 
図書、資料 F (E, R, X) = 0 Research：R H=H (R)  経済成長促進 






それに対して、アウトプットとして Cohn, Rhine and Santos (1989)には大学スタッフ
による出版物の数、研究リポート(research reports), 特許数、公開講義の頻度を取り上げ
ている。 Johnes(1990)は、学術雑誌の論文と letters、専門雑誌の記事・論文、有名雑誌







Brinkman(1981)は各大学の Sponsored Research 資金、Southwick(1969)は研究の契約件
















































































































































説明変数 推定式1 推定式2 推定式3 推定式4
定数項 5809111 5239867 4720620 4666766
(10.271) **(10.551) ** (10.655) ** (10.966) **
院生の比率 -227489.3 -173638.1
(-0.510) (-0.465)
研究費/歳出額 167000000171000000 134000000 137000000
(0.563) (0.579) (0.538) (0.553)
国際シンポジウム開催数 -1962958 -1946700 -1477870 -1464608
(-1.042) (1.038) (-0936) (-0.932)
東大ダミー 53600000 53500000 52400000 52300000
(6.096) ** (6.112) ** (7.104) ** (7.128) **
京大ダミー 39700000 39600000 38900000 38900000
(5.488) ** (5.501) ** (6.421) ** (6.442) **
旧５帝大ダミー 24900000 24800000 24900000 24900000
(8.169) ** (8.193) ** (9.772) ** (9.810) **
広島大ダミー 24900000 17700000 18200000 18300000
(6.994) ** (4.014) ** (4.921) ** (4.947) **
神戸大ダミー 13800000 13900000
(3.736) ** (3.756) **
岡山大ダミー 12200000 12200000
(3.288) ** (3.31) **
新潟大ダミー 11500000 11600000
(3.112) ** (3.135) **
千葉大ダミー 10200000 10200000
(3.288) ** (2.775) **
推定方法 OLS OLS OLS OLS
Adj-R2 0.7605 0.7626 0.748999 0.8335
Number of Obs. 94 94 94 94
説明変数 推定式1 推定式2 推定式3 推定式4
定数項 5775820 5811730 5780300 5774490




(0.512) (0.519) (1.073) (1.081)
国際シンポジウム開催数 2204180 2185960 2027770 2029250
(1.678) (1.685) (1.509) (1.538)
東大ダミー 49171900 49326200 45724600 45711400
(6.419) ** (6.567) ** (5.076) ** (5.224) **
京大ダミー 35619500 35763900 33278800 33267000
(4.861) ** (4.975) ** (4.08) ** (4.195) **
旧５帝大ダミー 279195600 27291900 24726600 24718300
(7.158) ** (7.388) ** (5.023) ** (5.204) **
広島大ダミー 22021500 22058300 20737900 20734300





推定方法 OLS OLS OLS OLS
Adj-R2 0.748999 0.751842 0.748999 0.751902




















































































説明変数 推計式１ 推計式２ 推計式3 推計式１ 推計式２ 推計式3
定数項 -316990.8 -224864.8 -262205.6 134325 22100.5 -193958
(-0.885) (-0.630) (-1.091) (0.257) (0.042) (-0.560)
職員数 9228.361 9634.154 9611.544 11331.1 10514 11368.9
(11.762) **(12.848) **(31.393) ** (9.33) ** (9.893) **(24.72) **
U -39008.03 -197941.3 -506652 -353467
(-0.148) (-0.801) (-1.144) (-0.821)
UM 180700.9 132004.3 201244 240545
(1.043) (0.767) (0.881) (1.056)
UMD 363558.1 361037.9 288632 694175 608628 346988
(1.593) (1.567) (2.357) ** (2.377) ** (2.122) **(2.034) **
独立研究科 380661.4 635393.6 176292 -235267







全国共同利用施設 1209477.0 1318296 1185904 565646 456162
(4.353) ** (4.846) ** (5.487) ** (1.419) (1.161)
付属研究所 -18801.74 113620.4 2129430 1985910 1839000
(-0.07) (0.438) (5.641) ** (5.446) ** (6.512) **
学内研究施設 -93979.13 54438.44 -48182.1 -42598.2
(-0.527) (0.353) (-0.488) (-0.429)
旧帝大ダミー -1302063 -1407289 -1577680 -1021370
(-0.639) (-0.685) (-0.572) (-0.372)
他の総合大ダミー -100566.6 98620.04 648383 539960
(-0.137) (0.135) (0.63) (0.523)
医学部ダミー 1923420.0 1500465 1634035 1746940 2608970 2655470
(2.184) ** (1.769) ** (3.955) ** (1.274) (2.13) * (4.247) *
推計方法 OLS OLS OLS OLS OLS OLS
Adj-R2 0.9928 0.9915 0.9917 0.9894 0.9893 0.9897
Number of Obs94 94 94 94 94 94
注：























説明変数 推計式１ 推計式２ 推計式3 推計式１ 推計式２ 推計式3
定数項 -200179.5 -108445.5 -313838.1 -238277 -366869 -483574
(-0.521) (-0.283) (-1.142) (-0.487) (-０.773) (-1.536)
職員数 10302.28 10164.66 10000.05 13675.2 13584.3 11912.7
(6.269) ** (6.137) ** (15.014) ** (7.291) ** (7.244) ** (26.127) **
U 39971.08 -48778.33 -420539.5 -343323 -302496
(0.121) (-0.148) (-1.893) (-0.768) (-0.678)
UM 200361.8 202692 71322.21 263948 249425
(0.99) (0.992) (0.452) (1.249) (1.181)
UMD 356955.4 398219.4 282495.8 620971 540056 379730
(1.397) (1.553) (1.254) (2.224) ** (2.009) ** (1.952) **
独立研究科 370825.3 594738 702963.9 -562852 -802362







全国共同利用施設 653450.5 701849.4 178350 158881
(1.150) (1.238) (0.251) (0.224)
付属研究所 331392.4 551990.7 1771410 1520070 1613010
(0.597) (1.020) (2.959) ** (2.761) ** (4.398) **
学内研究施設 -300088.5-134066.3 12600.5 19794.8
(-1.398) (-0.717) (0.147) (0.232)
総合大学ダミー -454382.9 -279648.2 -178605 -292830
(-0.542) (-0.333) (-0.177) (-0.292)
医学部ダミー 789559.6 774207.9 1226275 50536.6 308580 2073400
(0.544) (0.529) (2.128) ** (0.031) (0.191) (3.578) **
文理工系大学ダミー -373469.8 -483439.9 -519555 -435316
(-0.581) (-0.750) (-０.701) (-0.59)
教育大ダミー -284955.1 -143783.1 -85287.1 -149302
(-0.496) (-0.251) (-0.121) (-0.213)
推計方法 OLS OLS OLS OLS OLS OLS
Adj-R2 0.9695 0.968 0.965 0.9755 0.9755 0.9758
Number of Obs87 87 87 87 87 87
注：




























































































































1 年間大学職員(1 人)人件費 ＝ (俸給＋扶養手当+調整手当)×12 ＋ 期末・勤勉手当 
俸給 = 国立大学職員平均俸給月額 
扶養手当 = 扶養手当受給割合 × 平均扶養手当支給月額 
調整手当 ＝ 支給割合 × (平均俸給額＋扶養手当) 
期末手当 = 支給割合 × (俸給 ＋ 扶養手当 + 調整手当) 
勤勉手当 = 支給割合 × (俸給 ＋ 調整手当) 
とされていることに注意しなければならない。その上、国立大学職員の平均俸給月額は以
下のように求められる。 
俸給 = (教職員数×教職員平均俸給額)+(非教職員数×非教職員平均俸給額)  




の『公務員白書』に公表されている(表 12 へ参照)。 
それに対して、扶養手当受給割合は、各年度の『公務員白書』に公表される数字を用い
る。それについては、『公務員白書』では、1985 年度に 61.1％、1991年度に 57.4％にな
っている。また、俸給と同様に、平均扶養手当支給月額は以下のように計算する。 
平均扶養手当支給額=(教職員数×教職員平均受給額)+(非教職員数×非教職員平均受給額) 
                  国立大学全体の総職員 
ただし、教職員平均受給額は教職俸給表(一)の平均受給額の値とし、非教職員平均受給
額は全俸給表の平均受給額の値とする。両方のデータは、人事院編の『公務員白書』に公





タイプ 1981 1985 1991 1995 1999 
教職員系 49,611 52,457 54,929 58,456 60,814 
事務系 25,749 26,367 26,073 26,011 25,248 
技術技能系 14,394 13,222 11,671 10,090 9,340 
医療系 17,213 19,478 19,796 21,667 21,667 
教務系 1,584 1,568 1,369 1,121 819 
その他 4,037 3,137 2,234 1,378 883 











年度 俸給表 平均給与額 扶養手当の平均受給月額 
1985 全俸給表 234,017 9,703 
  教育職俸給表(一) 318,778 13,698 
1991 全俸給表 284,163 10,528 






年度 国立大学職員の平均給与月額 国立大学職員の扶養手当平均受給月額 
1985 272,272 11,506 

























1985 10％ 10％ 6％ 3％ 
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